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Nd:LuLiF4（以下 LLF）は、真空紫外（VUV）領域で発光する結晶シンチレータ[1]で、MPGD

と組み合わせたハイブリッド検出器の研究が進められている。これまでは、同様の目的で Nd:LaF3

が使用されていたが、LLFは Nd:LaF3と比べて約 2.1倍の発光量を持ち、応答も高速であるなど優

れた特性を持つことから有望視されている。 

LLFの発光スペクトルはこれまで、X線発生装置による励起で取得されていたが、γ線の検出

用であることから、γ線による励起で発光スペクトルを取得することが望まれる。そこで我々は、

LLFをチェッキングソースからの γ線で励起し、微弱光に適した光子同時計数法[2]を用いて発光

スペクトルを取得した。実験装置の光学系を Fig.1 に示す。この方法では、光電子増倍管（PMT）

を 2 本用い、1つの PMTはシンチレータ近傍に設置して直接測光し、シンチレーションイベント

発生のタイミングを把握する。もう 1つの PMTでは、分光器を通った微弱な光についてフォトン

カウンティングを行い、2つの PMTが同時に信号を検出したときのみ計数する。測定回路の構成

を Fig.2に示す。 

この測定方法によって、熱ノイズの影響に左右 

されず、PMTで高い SN比で測光することが可能 

になる。LLF以外にも、一般にこの測定法を導入 

することで、大型の X線発生装置を用いずに、微 

弱なシンチレーション光について発光スペクトル 

の取得を行うことができる。 

 本講演では、光子同時計数法を用いた発光スペ 

クトルの取得方法と、その方法を用いて、γ線に 

よって励起したLLFの発光スペクトルの測定結果 

について報告する。 
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